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「子の意見聞いて教えてよい家庭」

亜

自

種

目
‖
日
日
＝
同
和
対
策
室
設
置
に
当
っ
て
＝
＝
＝

同
和
対
策
審
議
会
答
申
の
前
文
に
、

「
同
和
問
題
は
人
類
普
通
の
原
期
で
あ

る
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題

で
あ
り
、
日
本
国
懲
法
に
よ
っ
て
保
陣

さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
未
解

決
に
放
罷
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ

な
い
こ
と
で
、
そ
の
早
急
な
解
決
こ
そ

国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
謙

遜
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
同
和
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
昭
和
4
4
年
7
月
に
同

和
対
策
特
別
措
置
法
を
制
定
し
ま
し
た

こ
の
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
、
国
を
は

じ
め
、
県
お
よ
び
市
町
村
は
、
あ
げ
て

同
和
問
題
解
決
の
た
め
施
策
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
た
び
同
和

対
策
室
を
設
置
し
、
同
和
行
政
を
総
合

的
に
、
よ
り
効
果
的
に
推
進
し
同
和
問

題
の
早
期
解
決
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し

た。

し
か
し
、
同
和
問
題
の
解
決
は
、
園

児
、
市
町
村
だ
け
で
は
絶
対
解
決
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
、
県
、

市
町
村
の
行
政
機
関
と
、
国
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
一
体
と
な
っ
て
解
決
に
努
力

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
町
民
の
み
な
さ
ん
も
同
和
問

題
に
対
す
ろ
正
し
い
認
識
と
理
解
を
い

た
だ
い
て
、
同
和
問
題
が
一
日
も
早
く

解
決
さ
れ
る
よ
う
こ
協
力
を
お
願
い
し

ます。
I
I
I
同
和
同
級
と
慮
T
I
I

同
和
問
題
と
は
、
日
本
国
民
の
一
部

に
お
い
て
基
本
的
人
権
を
侵
著
さ
れ
、

市
民
的
櫛
利
で
あ
る
就
職
、
教
育
等
の

白
山
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

日
本
国
民
は
日
本
回
想
法
に
よ
っ
て

兆
水
的
大
横
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
日
本
国
惑
法
第
m
条
に
は
次
の
よ

う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
国
民
は

す
べ
て
の
基
本
的
人
櫛
の
享
有
を
妨
げ

ら
れ
な
い
。
こ
の
態
法
が
国
民
に
保
睦

す
る
逃
水
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
永
久
の
硲
利
と
し
て
現
在
お
よ

び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
。
」

我
本
的
人
権
と
い
う
も
の
は
、
お
よ

そ
人
間
が
人
間
と
し
て
生
れ
な
が
ら
に

し
て
も
っ
て
い
ろ
も
の
で
、
自
然
天
賦

の
権
利
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本
国
選

法
は
明
文
を
も
っ
て
規
定
し
て
お
り
ま

す。
暮
春
的
人
櫛
は
、
国
民
が
人
間
と
し

て
駕
涼
し
、
活
動
す
る
た
め
、
一
人
残

ら
ず
享
有
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

こ
の
楠
利
は
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、

社
会
的
身
分
ま
た
は
、
門
地
に
よ
っ
て

差
別
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
槻
利
と
し
て
、
現
在

の
国
民
ば
か
り
で
な
く
、
将
来
の
国
民

に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
日
本
国
憲
法

下
の
社
会
に
お
い
て
、
現
実
に
は
今
な

お
差
別
が
存
在
し
、
同
和
地
区
住
民
は

基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
　
「
わ
た
し
は
芽
柳
心
は
な

い
。
」
と
い
っ
て
い
る
人
の
大
多
数
の

も
の
が
．
結
婚
の
場
合
自
分
の
心
の
な

か
に
潜
在
し
て
い
る
薫
別
心
が
蛮
面
に

出
て
く
る
の
で
す
。
靴
職
の
場
合
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
偏
見
に
よ
る
差
別
が
い
か
に
広
く

深
い
か
鶏
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
し
同
和

問
題
ほ
ど
深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題
は

な
く
、
こ
の
こ
と
は
総
体
に
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
国
民
的
課
題
で
あ
り

ます。

え
ら
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

盆
の
ゴ
ミ
実
収
に
つ
い
て

八
月
十
四
日
、
十
五
日
は
、
ゴ
ミ
の

集
収
を
休
み
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
は
早
め

に
出
さ
れ
る
か
、
十
五
日
以
降
に
出
さ

れ
ま
す
よ
う
お
酬
い
し
ま
す
。

訂
　
　
正

広
報
「
お
ん
が
」
六
月
号
商
工
振
興

委
員
設
寵
の
お
知
ら
せ
を
次
の
と
お
り

訂
正
し
ま
す
。

委
嵐
今
古
賀
井
上
正
（
藁
工
品
販

売
）
暗
譜
③
1
1
0
1

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
含
有
殺
虫

剤
の
販
売
停
止
と
回
収
に

つ
い
て

発
ガ
ン
住
が
あ
る
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を

噴
射
剤
に
使
っ
た
ス
プ
レ
ー
式
殺
虫
剤

の
販
売
を
全
面
的
に
停
止
す
る
と
と
も

に
製
品
を
回
収
す
る
よ
う
厚
生
省
か
ら

都
道
府
県
、
楽
界
、
メ
ー
カ
ー
に
指

示
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。

一
、
現
品
の
見
分
力
は
、
殺
虫
剤
の

成
分
表
示
部
分
に
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

と
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
消
費
者
で
現
在
手
持
の
も
の

（
使
い
か
け
も
含
め
）
購
入
店
に

持
参
し
て
下
さ
い
。

0
∴
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
入
っ
て
な

い
他
の
製
品
と
交
換
す
る
か
小

売
価
格
で
引
取
り
ま
す
。

臼
　
小
売
店
で
引
取
っ
て
も
ら
え

な
い
と
き
は
同
一
製
品
を
扱
っ

て
い
る
他
の
店
で
も
処
宿
す
る

よ
う
な
っ
て
い
ま
す
。

e
　
こ
の
方
法
で
解
決
で
き
な
い

と
き
は
、
役
場
産
業
係
に
御
相

談
下
さ
い
。

職
員
入
部
（
役
職
）
を
六
月

一
日
付
で
発
令
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（　）啓は伸輔

～
　
ぉ
　
知
　
ら
　
せ
…

す
．
”
I
，
…
．
．
－
，
…
．
．
；
：
；
I
I
．
－
二
で
．
．
－
●
…
．
．
－
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
、
最
近
農
業
用
水
揚
げ
に
使
用
さ
れ

て
い
る
発
動
機
が
町
内
で
盗
難
に
あ
っ

て
お
り
ま
す
の
で
特
に
田
圃
に
涌
い
て

あ
る
発
動
機
に
つ
い
て
は
面
倒
で
も
水

妨
げ
が
終
っ
た
ら
必
ず
家
に
持
っ
て
畑

。
同
和
対
策
室
技
　
信
行
営
鴻
（
厚
生

課長）o
厚
生
課
長
　
二
曲
昭
治
郎
（
産
業
課

長）o
麗
梁
瀬
技
－
舛
添
正
美
　
（
企
画
室

長）o
企
部
課
長
∴
室
井
重
大
　
（
企
画
係

技）o
厄
年
課
、
保
健
衛
生
係
長
　
柴
田
脂

徳
（
遊
楽
課
産
業
係
長
）

o
住
民
課
税
務
係
長
∴
納
手
郡
司
（
住

民
課
税
務
係
）

o
同
和
対
策
賽
対
策
係
長
　
泉
原
敏
行

（
厚
生
課
保
健
衛
生
係
）



（8）広報「おんが」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第165号

老
人
憩
の
家
を
利

用
し
ま
し
ょ
う

こ
、
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
工
専
売
丁
見
込
の
あ
る
人
。

老
人
皆
様
方
締
盟
の
老
人
融
の
家
が

先
月
落
成
い
た
し
利
用
頼
っ
て
い
ま

す。

こ
の
憩
の
家
は
六
〇
才
以
上
の
方
は

定
休
日
（
月
曜
）
以
外
は
毎
日
利
用
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
お
き
そ
い
合

せ
の
上
多
数
利
用
願
い
ま
す
。

特
に
憩
の
家
の
風
呂
に
は
ラ
ジ
ウ
ム

鉱
石
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
健
康
な
方

は
も
と
よ
り
神
経
痛
等
の
方
は
ご
ゆ
っ

く
り
一
日
を
過
し
て
下
さ
い
。

◎
憩
の
家
賃
話
番
号
は

⑨
〇
二
八
九
番
で
す
。
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田
老
人
居
宅
整
備
資
金
の
　
m

m

貸

付

に

つ

い

て
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県
で
は
六
〇
才
以
上
の
お
年
寄
り
と

同
居
し
て
い
ろ
人
、
又
は
同
居
し
ょ
う

と
し
て
い
る
が
お
年
寄
り
の
た
め
の
、

専
用
居
室
を
増
築
、
改
築
す
る
場
合
に

必
要
な
整
備
資
金
の
貸
付
を
い
た
し
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

記

。
貸
付
申
込
み
が
出
来
る
人
（
次
の
条

件
す
べ
て
に
該
当
の
こ
と
）

ィ
、
現
在
六
〇
才
以
上
の
老
人
と
同
居

し
て
い
る
か
、
同
居
し
よ
う
と
し
て

い
ろ
入
。

ロ
、
県
内
に
引
続
き
一
年
以
上
住
所
を

有
し
て
い
る
人
（
七
月
三
十
一
日
現

在）
ハ
、
貸
付
金
を
償
還
す
る
見
込
み
の
あ

る人。

一
〇
〇
件
（
県

内）五
〇
万
円
以
内

年
三
％

十
年
以
内

遵
輪
保
証
人
二

名七
月
三
十
日
迄

役
場
厚
生
課

要
衝
は
、
衛
生
的
環
塊
条
件
が
悪
く

心
身
の
健
全
な
る
動
き
が
粗
害
さ
れ
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
体
力
の
低
下
を
ま
ね
き
や

す
く
、
ま
た
消
化
器
の
病
気
や
日
本

脳
炎
等
が
こ
の
時
期
に
発
生
し
て
い
ま

す。
そ
こ
で
、
本
年
度
も
町
民
の
健
康
の

保
持
と
挟
病
予
防
を
図
る
た
め
、
夏
期

一
斉
大
掃
除
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
町

民
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

記

一
、
実
施
郷
間

7
月
2
0
日
～
8
月
1
2
日
ま
で

二
、
実
施
方
法

実
施
期
間
内
に
各
世
帯
毎
に
適
宜

大
掃
除
を
行
い
町
か
ら
配
布
す
る

薬
剤
を
散
布
す
る
。

三
、
薬
剤
配
布
（
無
料
）

ス
ミ
チ
オ
ン
一
・
五
％
粉
剤
一
世

帯
一
袋
を
配
布
し
ま
す
の
で
ゴ
ミ

箱
、
床
下
、
畳
下
、
下
水
海
、
便

所
の
周
辺
な
ど
に
散
布
し
て
下
さ

い。

政
府
が
管
等
す
る
国
民
年
金
は
、
厚

生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
、
共
済
組
合

な
ど
被
用
者
に
対
す
る
公
的
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
一
般
国
民
を
対
象

と
し
て
、
老
令
、
廃
疾
、
死
亡
に
つ
い

て
、
年
金
や
一
時
金
の
給
付
を
行
う
も

の
で
す
が
、
被
保
険
者
の
規
模
は
、
各

種
年
金
制
度
中
段
も
大
き
い
制
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。

彼
保
険
者
は
「
当
然
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
」
と
「
希
望
に
よ
り
加

入
で
き
る
人
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
「
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
」
は
、
二
十
才
か
ら
五
十
九
才

ま
で
の
人
で
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ

り
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈲
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
被

用
者
年
金
制
度
の
加
入
者
と
そ
の
配

偶者。
㈲
年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
ろ
こ
と

が
で
き
る
人
と
そ
の
配
偶
者
。

㈲
地
方
公
共
団
体
等
談
員
と
そ
の
配

偶者。
㈲
昼
間
部
の
学
生

こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和

三
十
六
年
四
月
で
す
が
、
こ
の
と
き
か

ら
現
在
ま
で
引
き
絞
き
い
わ
ゆ
る
当
然

加
入
者
に
該
当
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
過
去
の
一
時
期
で
も
該
当
し
た

人
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
の
手
続
き

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
義
務
を
負
っ

て
い
る
の
で
す
。

遠
賀
町
で
も
．
こ
の
よ
う
に
「
当
然

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
」
で
、

加
入
の
手
続
き
を
済
ま
し
て
な
い
人
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
加
入
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い

人
た
ち
が
、
法
律
ど
お
り
国
民
年
金
に

加
入
の
手
続
き
を
し
て
保
険
料
を
納

め
、
あ
る
い
は
保
険
料
の
免
除
を
受
け

る
か
し
て
、
は
じ
め
て
本
当
の
国
民
皆

年
金
が
実
現
す
る
の
で
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
老
令
、
暁
疾
、

又
は
死
亡
に
よ
っ
て
国
民
生
活
の
安
定

が
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
国
民
の
共
同

連
帯
に
よ
っ
て
防
止
し
、
も
っ
て
健
全

な
国
民
生
活
の
維
持
お
よ
び
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
か

ら
、
当
然
加
入
者
で
一
人
で
も
未
加
入

者
が
い
れ
ば
社
会
全
体
が
因
る
わ
け
で

す。
当
然
加
入
者
が
経
済
的
事
情
で
、
保

険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
保
険

料
の
免
除
の
措
置
が
あ
り
、
法
律
で
定

め
た
免
除
の
措
置
を
も
含
め
て
、
四
番

の
生
活
に
重
荷
に
な
ら
な
い
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
未
加
入
の
人
は

早
く
所
定
の
届
け
出
を
役
場
で
行
っ
て

下
さ
い
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
役
場
厚
佳
凍
穏

和
係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

樹
木
の
枝
が
道
路
に
出

M

－
　
，
・
。
●
●
1
－
1
g
重
し
－

屋
敷
内
の
竹
や
木
の
枝
が
境
界
線
こ

え
て
道
路
に
は
み
出
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
所
有
者
で
切
り
取
っ
て
下
さ
い
。

今
日
の
よ
う
に
自
動
車
を
利
用
さ
れ
る

方
が
多
い
時
代
に
道
路
に
木
や
竹
が
生

い
残
っ
て
見
通
し
が
惑
い
た
め
交
通

寧
故
が
起
っ
た
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
お
互
に
道
路
環
魂
を
よ
く
す
る
た

め
、
又
町
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
一
層

御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

［
闇
畠
朝
出

誌
蕪
へ
の
要
望
意
見
は
県
営
ダ
イ
ヤ

ル

0

9

2

－

7

8

1

－

0

2

2

1

番

へ

県
民
の
み
な
さ
ん
の
期
待
と
要
望
に

こ
た
え
「
よ
り
よ
き
県
民
の
響
察
」
を

日
額
に
、
轡
察
本
部
広
報
課
に
広
寵
専

用
能
話
（
照
聾
ダ
イ
ヤ
ル
）
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

謹
察
ぐ
の
「
要
望
」
　
「
意
見
」
　
「
問

い
合
わ
せ
」
に
御
利
用
下
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
声
を
大
切
に
し
て
、
要

望
に
こ
た
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
花
火
の
火
薬
を
使
っ
て
爆
発

物
を
造
り
、
デ
パ
ー
ト
や
駅
の
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
に
仕
か
け
て
爆
発
さ
せ

多
く
の
人
に
負
傷
さ
せ
た
草
件
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ

り
ま
す
と
、
市
町
民
に
社
会
不
安
を
与

え
ま
す
。

花
火
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り

折
尾
轡
蒸
暑
で
は
7
月
1
日
か
ら
8
月

3
1
日
ま
で
の
2
ケ
月
間
を
花
火
に
よ
る

謡
件
、
事
故
防
止
期
間
と
し
、
花
火
の

販
売
店
と
各
家
庭
に
対
し
、
花
火
の
正

し
い
遊
び
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

。
花
火
の
正
し
い
取
扱
い
を
教
え
、
誤

っ
た
遊
び
方
を
さ
せ
な
い
。

。
花
火
の
火
薬
を
集
め
て
爆
発
物
を
造

る
と
法
に
触
れ
る
の
で
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
ろ
場
合
は
注
意
す

る。
〇
一
度
に
多
く
の
花
火
を
寅
わ
せ
な

い。

火花し楽でん逝くし正
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7
月
の
税
金

第

二

期

分

七

月

二

十

五

日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

④
軟
式
庭
球
（
一
般
男
子
・
女
子

）
⑤
卓
球
（
一
般
、
昔
年
）
⑥
バ

ト
、
～
ン
ト
ン
（
一
般
、
壮
年
）
⑦

柔
道
（
一
般
、
苗
年
）
⑧
剣
道
（

一
般
、
青
年
）
⑨
弓
道
（
一
般
男

子
・
女
子
）
⑮
相
撲
（
一
般
、
昔

年
）
⑪
軟
式
野
球
　
以
上
n
穣
目

調
お
知
ら
せ

町
体
育
協
会
で
は
5
月
か
ら
6
月
中

旬
に
か
け
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
（
男
・

女
）
・
軟
式
野
球
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
各
大
会
と
も
非
常
に
盛
会
で

し
た
。
今
後
も
体
育
行
事
の
計
画
が
あ

り
ま
す
の
で
大
い
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い。（
各
大
会
成
績
）

一
、
第
一
回
男
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

5
月
1
9
日
（
臼
）

優
勝
　
浅
木
・
準
優
勝
　
新
町

二
、
第
二
回
婦
人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

5
月
％
日
（
日
）

優
勝
　
遠
賀
川
・
準
優
勝
　
広
渡

三
、
第
一
回
軟
式
野
球
大
会

6
月
9
日
（
日
）

優
勝
　
老
良
・
準
優
勝
　
東
町

調
　
少
年
・
少
女
球
技
大
会
　
同

調
の
開
催
に
つ
い
て
　
－

少
年
・
少
女
球
技
大
会
も
年
々
盛
会

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
も
左
記
に

よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
加
下

さい。一
、
種
目
①
（
男
子
）
・
第
4
回
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

⑪
（
女
子
）
・
第
二
回
少
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

二
、
期
日
（
第
一
日
）
1
月
綱
目
（
土
）

（
第
二
日
）
7
月
烈
日
（
日
）

三
、
会
場
　
遠
賀
中
学
校

四
、
そ
の
他
　
詳
細
に
つ
い
て
は
体
育

協
会
役
員
会
・
代
表
者
会
縄
で
取
り

決
め
ま
す
。

1
°
．
．
〝
．
－
．
－
i
－
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“
“
ま
．
1
．
－
一
．
｝
～
．
“
〝
．
．
．
－
．
．
．
．
－
一

山
　
第
1
5
回
遠
賀
郡
民
体
育
　
関

山
大
会
の
お
知
●
毒
　
－

「

1

．

－

t

i

－

i

i

i

i

i

i

i

i

”

1

”

1

1

”

i

L

広
く
郡
民
の
間
に
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
発
達
を
は
か
り
、
健
康
で
明
朗

な
郡
民
生
活
の
確
立
に
寄
与
す
る
目
的

を
も
っ
て
、
標
記
大
会
が
遠
賀
郡
体
育

臨
会
の
主
腔
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
遼
賀

郡
民
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
本
町
か
ら
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い。一
、
期
日
　
8
月
1
8
日
（
日
）
1
0
時

二
、
会
場
∴
岡
持
町

三
、
実
施
競
技
極
目
①
陸
上
競
技
（
一

般
、
I
音
字
、
由
学
）
③
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
　
（
一
概
男
子
、
教
貝
男

子
）
⑧
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般
暁

子
・
女
子
、
督
年
男
千
・
女
子
）

卓
球
教
室
生
徒
募
集

町
卓
球
教
室
は
毎
週
日
曜
日
午
前
9

時
か
ら
遠
賀
中
学
校
体
育
館
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
卓

球
を
通
じ
て
心
身
の
鍛
錬
を
し
多
く
の

友
達
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
一
般
の
人

も
大
歓
迎
し
ま
す
。
会
費
は
一
年
間
分

で
五
〇
〇
円
で
す
。
（
入
会
と
同
時
に

納入）。
民
踊
教
室
の

開
催
に
つ
い
て

例
年
盆
踊
り
用
を
兼
ね
ま
し
て
民
踊

教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

も
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
各

地
区
よ
り
多
数
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
期
日
　
7
月
2
4
日
（
水
）
牛
後
6

時
5
0
分
集
合
・
1
時
開
始

二
、
会
場
　
遠
賀
中
学
校
講
堂

蒸
　
当
日
会
場
で
習
っ
た
踊
り
の
レ
コ

ー
ド
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。
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i
遠
賀
町
公
民
館
休
館
の
　
剛

言
知
至
で
　
∴
．
∴
m

8
月
1
3
・
1
4
・
1
5
日
の
三
日
間
は
お

盆
の
た
め
公
民
館
は
休
館
い
た
し
ま

す
。
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
こ
協
力
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

m
狩
猟
を
し
よ
う
と
す
る
m

m　皆さんへ　　　　　ー

狩
猟
を
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
狩
猟

を
し
よ
う
と
す
る
県
の
狩
猟
免
許
を
取

得
す
る
た
め
の
請
習
会
が
次
の
と
お
り

行
な
わ
れ
ま
す
の
で
希
望
者
は
講
習
会

の
5
日
前
ま
で
に
福
岡
県
猟
友
会
支
蔀

を
通
じ
て
八
幡
農
林
蒋
務
所
に
申
込
ん

で
下
さ
い
。
尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
八

幡
度
林
野
務
所
（
話
語
六
〇
一
－
五
五

六
六
）
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

講
習
日
及
び
会
場

経
験
者
課
程
　
八
月
一
日
（
木
）
折
尾

轡
察
審

初
心
者
課
程
　
八
月
二
十
七
、
二
十
八

日
（
火
、
水
）
折
尾
欝
察
署

曹
〝
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．
！
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〝
．
．
i
“
“
“
～
．
．
“
裏

側
　
郷
土
文
化
究
研
会
よ
り
　
m

m　ぉ知らせ　　　ー

予
．
”
〟
．
！
〟
．
…
l
！
i
i
”
・
．
〟
．
．
i
．
．
．
～
〟
．
！
．
～
－
ミ
t
－
－
．
し

邦
文
所
で
は
左
記
に
よ
り
研
究
例
会

を
い
た
し
ま
す
の
で
会
員
の
方
は
勿
論

郷
土
史
等
に
趣
味
の
あ
る
方
は
多
数
御

参
加
下
さ
い
。寵

「
と
　
　
き
　
七
月
二
十
日
（
士
）

一
、
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

一
、
研
究
課
程
　
石
塔
婆
の
見
方
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一

心

配

ご

と

　

　

　

一

相
談
に
つ
い
て
　
m

町
社
会
福
祉
博
識
会
で
は
毎
月
二
回

心
配
ご
と
相
談
所
を
開
い
て
い
ま
す
の

で
種
々
お
困
り
の
方
は
是
非
相
談
所
を

利
用
の
上
早
期
解
決
を
さ
れ
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

記

相
談
日
　
　
七
月
二
十
一
二
日
（
火
）

〃
　
　
　
八
月
十
二
日
（
月
）

場
　
所
　
　
町
公
民
館
広
間

時
　
間
　
　
午
後
一
時
～
四
時

－
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m
税
務
大
学
校
　
－

m
　
　
学
生
募
集
〝
÷

税
務
大
学
校
普
通
科
研
修
生
は
、
国

家
公
務
員
採
用
初
級
試
験
（
税
務
）
の

合
格
者
か
ら
採
用
さ
れ
、
給
与
の
支
給

を
受
け
な
が
ら
1
年
間
の
研
修
を
受
け

卒
業
と
同
時
に
「
大
蔵
事
務
官
」
と
な

っ
て
税
務
署
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

c
受
験
費
格
　
昭
和
豹
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
認
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

o
願
審
受
付
　
7
月
1
8
日
（
木
）
～
1

月
3
1
日
（
水
）
人
事
院

九
州
郵
務
局

試
験
に
お
い
で
の
問
合
せ
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

人
蒋
院
九
州
郵
務
局

語
話
∴
福
岡
0
9
2
－
i
4
3
1
－

鯨
岡
図
説
局
人
謡
課

程
話
　
編
悶
0
9
2
－
4
1
1
－

0
0
3
＿
⊥

蕃
松
税
務
署
総
務
課

笹
話
∴
砦
松
0
9
3
－
7
6
1
－

n
／
－
－
h
J
3
6


